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２０２２年１月２４日 

日本原子力発電株式会社 

 

２０２１年度 敦賀発電所防災訓練（１２/３）における課題対応等について 

 

１．はじめに 

２０２１年１２月３日に実施した敦賀発電所防災訓練における情報共有については，発

電所本部と本店本部間では十分に共有出来ていたが，本店ＥＲＣ対応班とＥＲＣプラント

班との共有は不十分な結果であった。 

昨年度の訓練までに情報共有に関する様々な改善（情報フロー，体制，ルール等の見直し）

を行ってきており，昨年度訓練では問題無く対応することができたが，今回の訓練では改善

効果を発揮することが出来なかった。この課題及び問題点について，社内外評価者及びＥＲ

Ｃパンチリストのコメント等から抽出し，改善事項について考察した。 

 

＜区分：情報共有＞ 

課題：ＥＲＣ対応班はＥＲＣプラント班に対して，タイムリーな情報発信ができなかった。 

問題点 原 因 改善事項 

①情報伝達の遅延等 

②緊急情報等の欠落 

③重要情報の整理不足

①情報班とＥＲＣ対応班との連

携不足 

②スピーカのサポート体制不足 

③優先して提供すべき情報の共

通認識不足 

①情報班とＥＲＣ対応班との

連携方法の見直し 

②ＥＲＣ対応班の体制強化及

び役割の見直し 

③情報管理等の見直し 
 

なお，上記改善事項については教育・訓練を行い，有効性の検証評価を行った上で，２０

２２年３月４日に予定している東海・東海第二発電所防災訓練計画に反映する。 

 

２．課題抽出 

社内外評価者（電力評価者を含む。以下，同様。）及びＥＲＣパンチリストの主なコメン

トは以下の通りであり，これらより課題を抽出した。 

項 目 主なコメント 

訓練評価者結果 
初発ＳＥの情報がＥＲＣ対応班から，ＥＲＣに伝わる時間が遅く，Ｅ

ＲＣからの情報逆流により，説明することとなっていた。 

ＥＲＣパンチリスト 

提供される情報が遅れがちで，炉心損傷の判断等重要な情報が欠落

する場面もあった。発電所→ＥＲＣ対応班への情報の流れを検証し，

問題点を明らかにすべき。 

発話者をサポートする体制が出来ていないのではないか。 

優先順位を考えた情報の提供を行えるように改善すべき。 

  

【抽出した課題】 

  ◎ＥＲＣ対応班はＥＲＣプラント班に対して，タイムリーな情報発信ができなかった。 
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３．問題点と主な原因 

上記２．の課題に対する問題点及びその原因について，社内外評価者の結果，訓練参加者

の反省事項及び訓練状況から抽出した。 

なお，問題点及びその原因を抽出するにあたり，昨年度の訓練では情報共有が問題なく出

来ていたにも係わらず，今回の訓練ではこのような課題が生じたかを確認するために，過去

の訓練シナリオの状況について比較した。 
 

 （１）昨年度までの訓練シナリオと今年度の訓練シナリオの比較 

訓練シナリオのうち，ＥＡＬの最初の発出時間，事象の進展速度，イベントの数量及

び炉心損傷の有無を比較することにより，シナリオの難易度を比較した。（シナリオの

比較，別紙参照）ＥＡＬの最初の発出時間が比較的早く，事象の進展が速く，イベント

の数量が多く，炉心損傷がある場合は難易度が高いと評価できる。 

結果は以下の通りであり，２０１８年度及び２０２１年度の訓練シナリオは，比較的

難易度が高かったと評価できる。 

情報共有については，これまでに改善等を重ねてきており，昨年度の訓練では問題無

く対応することができたが，今年度の訓練シナリオは昨年度より難易度を上げて実施し

たため，今回の問題点が顕在化したものと考える。 

 

＜訓練の状況＞ 

年度 
初発ＳＥ

時間 

初発ＧＥ

時間 

事象進展

速度※ 

イベント

数 
炉心損傷 

指標２ 

評価 

２０１８ 
14:10 

(SE21) 

14:10 

(GE21) 
速い 35 有り Ｃ 

２０１９ 
14:06 

(SE24) 

15:35 

(GE21,24)
遅い 25 無し Ｂ 

２０２０ 
15:05 

(SE25) 

15:31 

(GE21) 
遅い 31 無し Ａ 

２０２１ 
14:10 

(SE21) 

15:00 

(GE21) 
普通 35 有り － 

 ※２０２１年度の初発ＳＥ，初発ＧＥまでの時間を「普通」とした場合の比較。 
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 （２）問題点とその原因 

社内外訓練評価者の評価結果，訓練参加者の反省事項（コメント抜粋，別紙参照）及

び訓練状況（本部の情報共有とスピーカの発話時系列，別紙参照）より，今回の訓練で

抽出された課題に対する問題点は以下の３項目であり，それらの主な原因として挙げら

れたのは以下の通りであった。 

 

問題点 原 因 

情報伝達の遅

延等 

情報班が作成するメモの情報に過不足が生じ

ていたため，ＥＲＣ対応班総括はメモの修正に

時間を要した。 情報班とＥＲＣ対応

班との連携不足 情報班は作成したメモの内容について，情報班

副班長と情報伝達係に説明していたため，ＥＲ

Ｃ対応班に情報を伝達するのに時間を要した。 

緊急情報の欠

落 

模擬ＥＲＳＳ（フルスコープシミュレータ）を

連続して監視し，重要なパラメータ変化があっ

た場合にＥＲＣ対応班内に情報共有する者が

いなかったため，タイムリーな情報提供ができ

なかった。 スピーカのサポート

体制不足 発電所本部－本店本部間の発話を傾聴する，ま

たは時系列書画を監視し，重要情報が発信され

た際は，ＥＲＣ対応班内に情報共有する者がい

なかったため，タイムリーな情報提供ができな

かった。 

重要情報の整

理不足 

ＥＲＣ対応班は，情報量が多く，情報伝達の遅

延等も重なり，情報整理が困難な状況となっ

た。 
優先して提供すべき

情報の共通認識不足
スピーカは，情報発信の優先順位を勘違いして

いた。（ＱＡ対応を優先する等） 
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４．改善事項の立案 

抽出した問題点と原因に対する改善事項は以下の通りとする。 

問題点 原 因 改善事項 

情報伝達の遅

延等 

情報班とＥＲＣ

対応班との連携

不足 

情報班とＥＲＣ対応班との連携方法の見直し 

①情報班に集約される情報がスムーズにＥＲＣ対応班

へ伝達される体制へ見直す。 

②発電所本部と共有される情報がタイムリーにＥＲＣ

対応班へ伝達される体制へ見直す。 

③ＥＲＣ対応班が不足に感じる情報の入手がスムーズ

に行われる体制へ見直す。 

緊急情報等の

欠落 

スピーカのサポ

ート体制不足 

ＥＲＣ対応班の体制強化及び役割の見直し 

①緊急情報や重要情報等の整理を行い，スピーカへ指

示できる体制に見直す。 

②ＥＲＣプラント班とのやり取りから必要と思われる

情報を速やかにスピーカへ伝達する体制に見直す。 

③プラントパラメータ等の状況変化をタイムリーにス

ピーカへ伝える体制に見直す。 

重要情報の整

理不足 

優先して提供す

べき情報の共通

認識不足 

情報管理等の見直し 

①プラントの状況変化や事象進展等に応じた情報を整

理できる体制に見直す。 

②住民防護に必要な情報等の重要情報をスムーズに発

信できる情報管理方法を検討する。 

③事象進展予測時間等の最新情報が要求される情報の

発信方法を検討する。 

   （具体的な取組については別紙参照） 
 
５．改善事項の検証 

 （１）改善した体制（役割）やルール等について，情報班とＥＲＣ対応班の要員に教育し，

連携した訓練を繰り返し実施する。 

（２）要素訓練等により，改善した事項に対する有効性の検証評価（電力レビュー含む）を

行った上で，２０２２年３月４日に予定している東海・東海第二発電所防災訓練計画に

反映する。 

＜想定スケジュール＞ 

項 目 ２０２２年１月 ２月 ３月 

改善事項の対応 

   

訓練計画等 
   

以 上 

改善策の検討 

訓練・検証

▽東二訓練計画反映 ▽東二訓練（3/4） 

（改善策は必要に応じて見直す） 

（適宜，要素訓練を実施） 


